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自己紹介
▷野水 愛（のみず あい）

▷1998年7月16日生まれ

▷新潟県新潟市出身

▷日本文理高校⇨高知大学地域協働学部

▷地元プロサッカークラブ「アルビレックス新潟」を3歳
の時からみて育つ



私が高知大学を選んだ理由…

地元のスポーツチーム“アルビレックス新潟”を観て育った私は、

「このスポーツの応援空間をもっといろんな人に知ってもらいたい！」

と思ったことがきっかけとなり、進路を考える際に

『Jリーグ・JFLクラブの無い県に行こう』

という考えに。

高校3年生当時、Jリーグクラブのないところは９県、JFLクラブのないところは4県

JFL無し県は福井県・島根県・和歌山県…そして高知県でした。



①「なにもご縁のない県に行ってみたい！」

②「高知家」のプロモーションに惹かれる

③アルビレックス新潟が冬のキャンプ地が高知県

⇓

進学の決め手に



高知大学入学当時…

地縁も血縁もなかった高知県に行くのはとても心細く、不安がたくさん。

しかし、「応援空間をもっといろんな人に知ってもらいたい！」と同時に

「スポーツでおらが街の誇りを作りたい」と考えていた私は、高知県のスポーツをはじめ、
様々な場所に出向き、多くの方にご縁をいただきました。

実習やボランティア、地域の方々の集まる場所に出向くごとに、

「私の家」と思えるような空間、「家族」と思えるような人たちがどんどん増えていきました。



高知での数多くの出会い
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なかでも「スポーツ」×「地域」が関心の軸にあった私は

サッカーチームの“高知ユナイテッドSC”、

野球チームの“高知ファイティングドッグス”

の応援やボランティアを中心に、高知の「人」や「温かさ」「文化」「人情」
に触れました。
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スポーツを通して高知の方々に
感謝を届けていきたい

4年間の大学生活を通して高知県が大好きに。

お世話になった高知県、高知の皆さんから受けてきた御恩。

私の軸にある「スポーツ」で感謝を返していきたい。

高知ファイティングドッグスへ入社を決める



スポーツを通じて高知県の魅力を発信したり、
いろんな点と点を繋いでだり、掛け算をしたりしながら、

スポーツそのものには興味のない人にも
「この地域にこのスポーツチームがあってよかったな」と思ってもらえるよな球団にしていきたい

と思っています。 10


